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放 課 後 子 ど も 教 室 だ よ り 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「もとみや遊友クラブ」は、本宮小学校の１～２年生３４名が登録しています。子どもたちは毎週１回、友達と様々な

活動ができる遊友クラブをとても楽しみにしています。 

訪問した日は、張り子で今年の干支「辰」を作りました。前回の遊友クラブで辰の基になる張り子を作り、乾燥させ

てあるので、今回はその張り子に辰の角や顔などを付けました。辰の角や顔などのデザインはコーディネーターで相

談して決めているそうです。子どもたちはスタッフの方の説明をよく聞き、分からない時は質問しながら丁寧に辰を完

成させていました。失敗してもスタッフの方に「大丈夫！上手、上手！」と励まされ、あきらめずに最後まで頑張っていた

子どもたちの姿が印象的でした。 

 

遊友クラブでは、学校では見られない子どもたちの一面を見ることができます。 

地域の大人と関わる機会が減ってきているなか、名前で呼び合える関係性が築けたり、多くの大

人の目で見守ってもらっている安心感を感じることができたりと、大切な経験をさせてもらっています。 

 

スタッフは、子どもたちが来る前に

材料の準備をしたり、コーディネータ

ーから事前に張り子の作り方を教え

てもらったりします。 

本宮市では、実施時期をずらして共通の活動を設定しています。（張り子、安達太良太鼓、ダン

ス、キンボール、雑巾作り等）そのため、月に１回あるコーディネーターの集まりでは、各遊友クラ

ブの活動の様子や改善点、準備物などについても情報を共有しているそうです。 

コーディネーター同士で情報を共有することが、子どもたちにとってのよりよい活動、活動の充

実につながっているようです。参考にしたいですね！ 

【子どもたちの感想】 

・ 作ったり遊んだりするのが楽しいのでもっとたくさんやりたい。 

・ 一人だと難しくても優しく教えてもらえるので簡単にできた。 

・ 完成したら家族に見せて玄関の守り神にしたい。 

校長先生 


